




ア トープロジェクトは、1990 年代以降、特に2000 年代に入っ
て急増している。本稿ではア トープロジェクトをア トーフェスティ




















市型ア トープロジェクトの代表である六本木ア トーナイト2015 が
及ぼす経済波及効果の計測を目的としている。六本木ア トー











六本木ア トーナイト 2015 が及ぼす経済波及効果の計測
―観光消費額を中心として―
Estimating the Economic Effects of Roppongi Art Night 2015:
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Abstract：
This paper aims at measuring the economic impact of Roppongi Art Night 2015 by input-output tables. Roppongi Art Night 
is a one-night, all-night extravaganza at Roppongi area and the biggest White Nights Festival in Japan. That conducted 
87 programs, such as contemporary arts, preforming arts, media arts, ﬁlm, and artist talk. Local governments, ﬁrst class 
museums (The National Art Center, Tokyo, Suntory Museum of Art and Mori Art Museum), commercial complexes and 
local shopping streets plan and operate this event. This paper focuses on tourist expenditure and the economic effect is 
estimated to amount to 21.2 billion yen for Tokyo Metropolitan Government. Moreover, the amount per day (10.6 billion 
yen) is much bigger than those of another famous art projects. In conclusion, Roppongi Art Night 2015 generates not only 
artistic and cultural values, but also considerable economic ripple effects. This result shows that Roppongi Art Night will 


















2003 年 3 月に森美術館を内設する六本木ヒルズが誕生し、




館が徒歩 1km 圏内に位置していることから、歩いても15 分
程度で移動できる。このような恵まれた環境のもと、六本木アー
トナイトは 2009 年にはじめて開催され、その後、毎年行われ
ている（2011 年を除く）。図 1 は 2009 年から2015 年までの
六本木ア トーナイトの 2日間の延べプログラム鑑賞者数の推移
を示している。2011 年は東日本大震災の影響により中止になっ
























































































































る。本稿では平成 20 年（2008 年）東京都産業連関表（延
長表、地域間表、54 部門）を使用し、分析を行った。




























発される生産を第 1 次生産誘発効果、その生産額を第 1 次
生産誘発額と呼ぶ。また第 1 次生産誘発効果と直接効果を
合算して、一般的に第 1 次生産誘発効果と定義される。







平成 20 年（2008 年）東京都産業連関表（延長表）は「平





























20 ～ 49 歳の男女個人から構成されるリサーチモニターを利
用したネットサーチを採用している。サンプル数として、各セル

















場したと回答したのは 1.3％であった。東京 30km 圏の居住人
口は 11,257,000 人と推計され、同地域の居住者のうち、六
本木ア トーナイト2015 の来訪者数は 146,341 人（11,257,000
人× 1.3％）と計算される。同時に来場者アンケ トーでは居住
地を都道府県だけでなく、市町村まで記入することがもとめら
れ、来場者アンケ トーにおいて、全体にしめる東京 30km 圏
の居住者の割合は 78.4％となった。これらの条件から六本木
ア トーナイト2015 の来場者数（実人数）は 186,690 人（146,341
人÷78.4％）と計算される。逆に東京 30km 圏以外に居住し


























は 85.8％と報告されていることから、第 2 の方法による六本木
ア トーナイトの来場者は 128,402 人（110,169 人÷85.8％）と
推計される。第 2 の方法では六本木ヒルズの周辺住民を計算
に含めていないことが課題である。




は 3.65と計算された。その結果、六本木ア トーナイト2015 の
来場者数は213,699人（780,000人÷3.65会場）と計算される。

















の消費金額の合計は 7,989 円となり、図 3 からもわかるように
最も多いのが飲食費（2,736 円）である。
図 3　来場者 1 人当たりの平均消費金額の内訳
（引用）『六本木ア トーナイト2015　来場者アンケ トー調査結果』
来場者数（176,264 人）と1 人当たりの消費金額（7,989 円）
が確定したことにより、産業連関表による経済波及効果を行う
ことが可能となる。来場者数と消費金額を掛けることによって、
六本木ア トーナイト2015による観光消費額は全体で 14 億 817
万円となる。項目別の金額については、入場料費 1 億 6569






















額（14 億 817 万円）は飲食料品部門（7438 万円）、その
他の製造工業製品部門（8444 万円）、商業部門（6075 万
円）、運輸部門（2 億 5850 万円）、およびサービス部門（9
億 3011 万円）にそれぞれ格付けされる。
上記の結果について、平成 20 年（2008 年）東京都産業
連関表（延長表）を使用して、観光消費による経済波及効
果を計測する。今回、経済波及効果を計算する上で、安田
（2008）が考案した Microsoft EXCEL のマクロソフト「波及
さん」を使用した。また消費転換係数は 0.70と設定した。そ
の結果、六本木ア トーナイト2015による東京都への経済波及
効果（生産誘発額）は 21 億 2126 万円と計測される。
その内訳として増加した最終需要そのものをまかなうため
に、その地域での生産額を示す直接効果は 11 億 9483 万円、
さらに第 1 次波及効果が 5 億 9741 万円と計算され、それら
を合算して第 1 次生産誘発額は 17 億 9224 万円に達する。
くわえて第 2 次波及効果が 3 億 2902 万円と推計される。第
1 次波及効果は直接効果によって都内に発生した需要額が新
たな産業部門の生産をどれだけ誘発するのかを表し、一方、
第 2 次波及効果は直接効果や第 1 次波及効果による所得
の増加が誘発した個人消費の産業部門の生産誘発を意味す
る。直接効果に対する波及効果倍率は 1.51 倍（21 億 2126











人サ ビース」が約 10 億 5821 万円と最も影響が大きく、経済
波及効果全体の約半分（49.9%）を占める。また、これに続
く産業としては「運輸」が 2 億 5225 万円、「情報通信」が










終需要）14 億 817 万円に対し、第 1 次生産誘発額は 23 億
927 万円（直接効果 11 億 1444 万円、第 1 次波及効果 11
億 9483 万円）、第 2 次波及効果は 6 億 5811 万円と推計さ
れる。よって、全体の経済波及効果は 29 億 6738 万円となる。
直接効果に対する波及効果倍率は 2.11 倍（29 億 6738 万円

















1.78、小売業一事業所当たり販売額が 1.05、第 3 次産業就





















11 億 9483 万円、さらに第 1 次波及効果が 2927 万円（5 億
9741 万円×4.9％）と計算され、それらを合算して第 1 次生
産誘発額は 12 億 2410 万円に達する。くわえて第 2 次波及
効果が1532万円（3億2902万円×4.9％×0.95）と推計される。
これらの結果から六本木ア トーナイト2015による港区における
経済波及効果は 12 億 3942 万円に達する。直接効果に対す











計においても観光消費額 14 億 817 万円を起点として、全国
の場合には 29 億 6738 万円、東京都の場合には 21 億 2126
万円、港区の場合には 12 億 3942 万円の経済波及効果がそ
れぞれ発生している。経済波及効果の分析では地域単位が
小さくなればなるほど、その金額や波及効果倍率が小さくなる。









14 億 817 万円
????第 1 次
生産誘発額
23 億 927 万円 17 億 9224 万円 12 億 2410 万円
第 2 次
生産誘発額
6 億 5811 万円 3 億 2902 万円 1532 万円
合　計 29 億 6738 万円 21 億 2126 万円 12 億 3942 万円







26 年（1 月～ 12 月の１年間）の観光入込客数（旅行者数）、
観光消費額及び観光の経済波及効果を推計し、観光産業
振興に向けた施策を推進するための基礎資料とすることを目的
としている。平成 26 年において東京都の観光消費額は約 5
兆 5508 億円となり、東京都の産業連関表に基づいて生産波
及効果は約 12 兆 127 億円と推計されている。その結果、波
及効果倍率は 2.16 倍となる。波及効果倍率を比較した場合、








である東京都における経済波及効果については 21 億 2126
万円と推計される。その内訳は第 1 次生産誘発額が 17 億











の 132.0 億円が最大であり、その他のア トープロジェクトでも






1日当たりの生産誘発額は 10 億円を超える（21.2 億円÷2日
間＝10.6 億円）。一方で瀬戸内国際芸術祭の場合、1.2 億
円程度となる（132.0 億円÷108日＝1.2 億円）。両者の差は
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